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令
和
５
年
度
予
算
関
係

本
会
議
で
の
質
疑

　
質
問
質
疑
で
は
、
市
政
の
方
針
な

ど
を
問
い
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
の
質
問
質
疑
に
つ
い
て

は
、６
～
８
ペ
ー
ジ
の
「
質
問
質
疑
」

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
会
・
分
科
会
・
本
会
議

　

質
問
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審

査
特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で

の
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
各
特
別

会
計
の
計
４
議
案
に
反
対
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

23
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
及
び
教
員
の
人
材
不
足
は
喫
緊
の

課
題
だ
が
、
独
自
の
加
配
が
な
か
っ

た
こ
と
、
貧
困
格
差
が
広
が
る
中
、

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
の
予
算

が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
国
民
健

康
保
険
税
の
子
供
の
均
等
割
に
反
対

の
立
場
で
あ
る
こ
と
、
年
齢
で
分
断

す
る
後
期
高
齢
者
制
度
そ
の
も
の
に

反
対
の
立
場
で
あ
る
こ
と
、
介
護
保

険
制
度
は
、
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し

の
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
抜
本
的
な

制
度
設
計
の
見
直
し
を
求
め
る
立
場

で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
反
対
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結

果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】

■
企
画
総
務

救
援
物
資
物
流
体
制
構
築
事
業

問　
事
業
を
始
め
た
背
景
は
。

答　
本
事
業
は
、
大
規
模
災
害
の

発
生
時
に
、
被
災
者
へ
迅
速
か
つ
安

定
的
に
救
援
物
資
を
供
給
す
る
た
め

の
物
資
物
流
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
近
年
の
大

規
模
災
害
で
は
、
集
積
配
送
拠
点
に

お
い
て
、
救
援
物
資
の
滞
留
が
見
ら

れ
、
各
避
難
所
ま
で
円
滑
に
行
き
届

か
な
い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
円
滑
な
物
流
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
碧
海
５
市
で
は
初
め

て
と
な
る
救
援
物
資
の
物
流
体
制
に

関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
こ
れ

に
基
づ
く
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
体

制
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

問　
令
和
５
年
度
予
算
の
内
容
は
。

答　
令
和
４
年
度
末
に
策
定
し
た

地
域
内
輸
送
拠
点
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
、
国
や
自
治
体
か
ら
届
け
ら
れ

る
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
救
援
物
資
の
円

滑
な
受
入
れ
、
そ
の
後
の
仕
分
、
各

避
難
所
へ
の
輸
送
を
想
定
し
た
訓
練

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
訓
練
結
果

の
検
証
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
等

を
行
う
。

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
支
援
事
業

問　
ど
の
よ
う
な
大
会
で
、
出
場

は
ど
う
や
っ
て
決
ま
っ
た
の
か
、
ま

た
、
操
法
の
種
別
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
は

隔
年
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
で
、

出
場
資
格
は
、
女
性
消
防
団
ま
た
は

女
性
婦
人
消
防
隊
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
で
は
、
平
成
７
年
度
に
女
性
婦

人
消
防
隊
が
出
場
し
て
い
る
。
選
考

過
程
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
10
月

に
愛
知
県
消
防
協
会
に
対
し
、
出
場

の
申
出
を
し
、
申
出
が
あ
っ
た
県
内

市
町
村
の
中
か
ら
愛
知
県
消
防
協
会

が
選
定
し
、
最
終
的
に
は
12
月
に
日

本
消
防
協
会
よ
り
出
場
の
決
定
を
い

た
だ
い
た
。
操
法
の
種
別
に
つ
い
て

は
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
に
よ
る
５
人
操

法
で
あ
る
。

問　
参
加
す
る
こ
と
に
対
し
て
市

は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
大
会
へ
の
参
加
は
、
女
性
団

員
の
消
防
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高

揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

女
性
の
消
防
団
へ
の
加
入
促
進
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

女
性
消
防
団
員
の
活
躍
を
広
く
周
知
し
、

消
防
団
へ
の
加
入
促
進
へ

削減効果の高い事業から、できる限り
多くの事業者に補助を

事業化の検討段階から民間の意見や
提案を把握し、魅力ある公園整備へ

市民にとってより分かりやすい窓口へ

■
福
祉
産
業

事
業
用
脱
炭
素
促
進
設
備
導
入
費
補

助
事
業

問　
事
業
実
施
に
至
っ
た
背
景
は
。

答　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
事
業

者
の
設
備
投
資
等
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
回
脱
炭
素
に
特

化
し
た
補
助
制
度
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
産

業
分
野
の
脱
炭
素
化
を
進
め
、
２
０

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

問　
事
業
の
概
要
は
。

答　
申
請
者
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
士
等
が
実
施
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

診
断
を
受
け
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削

■
建
設

魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
づ
く
り
事
業

問　
猿
渡
公
園
再
整
備
工
事
で
は
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
新
た

な
取
組
を
し
て
い
る
が
、
構
想
の
実

現
に
向
け
た
他
の
取
組
に
も
そ
の
経

験
を
生
か
し
て
い
く
の
か
。

■
市
民
文
教

受
付
窓
口
改
修
事
業

問　
事
業
の
詳
細
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
伴
い
、
手
続
件
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
窓
口
レ
イ
ア

ウ
ト
を
変
更
し
、
新
た
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手
続
を
専
用

で
受
け
付
け
る
窓
口
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
方
に
と
っ
て
よ

り
分
か
り
や
す
い
窓
口
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
専
用
窓
口
の
設
置
に
併

せ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手

続
を
対
象
に
、
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
及
び
性
別
を
、
カ
ー
ド
を
活
用

し
て
自
動
出
力
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
書
か
な
い
窓
口
の
実
現
を
図

る
。問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
ま
た
、
書

か
な
い
窓
口
の
対
象
と
な
る
具
体
的

な
手
続
は
何
か
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
、
２
月
末
時
点
で
59
・
３
％

で
あ
る
。
ま
た
、
書
か
な
い
窓
口
の

対
象
手
続
と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
住
所
、
氏
名
な
ど
の

変
更
や
電
子
証
明
書
の
更
新
な
ど
で

あ
る
。

一般会計の内訳 ５年度予算の総額（ ） 内は対前年度比

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性
能割交付金、地方特例交付金、　地方交付税、交通安全対策特別交付金
〈分担金、負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、
繰越金
〈商工費などの内訳〉労働費、農林水産業費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費

歳　入
633億6,000万円

歳　出
633億6,000万円

住民税など
367億500万円
57.9％（3.0％増）

国・県からの
支出金など
170億300万円
26.7％（増減なし）

給食費などの諸収入
24億1,500万円
3.8％（6.5％増）

市債（借金）
21億2,100万円
3.4％（1.5％減）

分担金、負担金など
51億1,600万円
8.2％（3.2％増） 民生費

255億4,600万円
40.3％（3.8％増）

土木費
94億5,000万円
14.9％（2.4％増） 教育費

102億5,800万円
16.2％（3.1％増）

総務費
60億4,800万円
9.5％（3.3％増）

衛生費
56億2,400万円
8.9％（13.1％減）

商工費など
29億600万円
4.7％（24.8％増）

消防費
17億6,400万円
2.8％（4.0％減）

公債費
13億6,000万円
2.1％（3.5％増）

議会費
4億400万円
0.6％（0.6％増）

（注）それぞれの数字は四捨五入等をしてそろえたため、総額や割合に一致していない場合があります。

令和５年度予算に見る主要事業

会計名 本年度 前年度比較 伸び率

予算総額 985億9,400万円 23億4,600万円 2.4%

　一般会計 633億6,000万円 13億6,000万円 2.2%

　特別会計 245億400万円 1億3,000万円 0.5%

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業 8億4,400万円 ▲1,200万円 ▲1.4%

刈谷野田北部
土地区画整理事業 1億2,200万円 ▲1億6,600万円 ▲57.6%

国民健康保険 115億8,600万円 ▲7,000万円 ▲0.6%

後期高齢者医療 22億100万円 2,000万円 0.9%

介護保険 97億5,200万円 3億5,800万円 3.8%

　企業会計 107億3,000万円 8億5,700万円 8.7%

水道事業 44億6,500万円 1億7,000万円 4.0%

下水道事業 62億6,500万円 6億8,600万円 12.3%

※詳しくは、市ホームページの「予算のあらまし」を御覧く
ださい

中学校体育館・武道場に空調設備を設置
（中学校体育館・武道場空調設備等整備事業）

日高公園・ミササガパークの再整備
（公園再整備事業）

市内中小企業者の新たな挑戦へ補助
（がんばる商業者応援事業）

窓口でのキャッシュレス決済を導入
（キャッシュレス決済導入事業）

電子書籍の閲覧システムを導入
（図書館ICT化事業）

SNS等を用いた健康教室等を開催
（高齢者健康増進事業）

　教育環境の向上及び避難所機能
の強化を図るため、体育館・武道
場に空調設備等を整備するととも
に、照明設備のＬＥＤ化を行いま
す。

　市民の健康増進の場を創出するため、
近隣公園の再整備に併せて、ウオーキン
グコースや健康遊具を設置します。ま
た、公園の魅力向上を図るため、公募
により選定された事業者が、公園内に
飲食店、売店等施設を設置し、その利
益を活用して公園の整備、改修を一体
的に行う公募設置管理制度（Park-PFI）
を活用した再整備を行います。

　商業の活性化を図るため、既に
市内で商業を行う中小企業者を対
象に、新たな挑戦や創意工夫を
もった事業活動に対して店舗改装
費や備品購入費等の補助を行いま
す。

　市民等の利便性の向上を図る
とともに、非接触による感染症
対策を講じるため、税務課、市
民課及び富士松支所で交付する
証明書の手数料等の支払いにお
いて、キャッシュレス決済及び
セミセルフレジを導入します。

　市民サービスの向上、視
覚障害者等への読書環境の
整備及び学校教育への活用
を図るため、電子図書館及
び古典籍の検索・閲覧シス
テムを導入し、解体新書等
の貴重な古典籍が自宅のパ
ソコン等から検索、閲覧で
きる環境を整えます。

　介護予防及び介護状態の重度化防
止等を推進するとともに、運動の習
慣化や社会参加等を促すため、SNS
を用いた動画配信や健康教室等を開
催します。

減
に
寄
与
す
る
事
業
の
提
案
を
受
け

る
。
そ
の
提
案
に
基
づ
き
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
10
％
以
上
削
減
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

を
導
入
す
る
事
業
者
に
対
し
て
、
１
，

０
０
０
万
円
を
上
限
に
、
設
備
導
入

費
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
。

問　
申
請
は
ど
の
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
か
。
ま
た
、
条
件
を
満
た
す

全
て
の
申
請
者
が
補
助
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
る
の
か
。

答　
同
様
の
補
助
制
度
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
か
ら
は
、
募
集
開
始

後
の
か
な
り
早
い
時
期
に
予
算
額
の

上
限
と
な
る
補
助
申
請
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
お
り
、
本
市
も
多
く
の
事
業

者
か
ら
申
請
が
あ
る
と
想
定
を
し
て

い
る
。
補
助
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

年
度
ご
と
に
削
減
効
果
の
高
い
事
業

か
ら
順
に
予
算
の
範
囲
内
で
採
択
し
、

で
き
る
限
り
多
く
の
事
業
者
に
補
助

を
適
用
で
き
る
よ
う
対
応
を
し
て
い

く
。

答　
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
づ
く
り

構
想
の
実
現
に
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
の
両
面
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
、
公
共
に
よ
る
施
設
だ
け
で

は
な
く
、
民
間
と
の
連
携
が
必
要
と

な
る
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用

は
公
園
整
備
や
管
理
に
係
る
財
政
負

担
を
軽
減
し
つ
つ
、
民
間
の
創
意
工

夫
に
よ
り
公
園
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

公
園
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
有
効

な
手
段
と
し
て
今
後
も
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
ま
た
、
こ
の
調
査
を
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
は
、
事
業
化
の
検
討
段
階
に
お
い

て
、
民
間
事
業
者
の
意
見
や
新
た
な

事
業
提
案
の
把
握
を
行
う
こ
と
で
、

対
象
事
業
の
検
討
を
進
展
さ
せ
る
た

め
の
情
報
収
集
を
目
的
と
し
た
手
法

で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
の
検
討
段
階

で
広
く
対
外
的
に
情
報
提
供
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
当
該
事
業
に
対
す
る

民
間
事
業
者
の
理
解
の
促
進
や
、
参

入
意
欲
の
向
上
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
事

業
手
法
の
検
討
や
実
現
性
の
把
握
に

活
用
し
て
い
く
。


